
GC 超耐久ガラス撥水剤 の施工方法

その他注意事項は裏面をご確認ください。

工 程 内 容

1
前工程

（下地処理）

初めて使用する場合、現在使用中の
ガラス撥水剤の被膜やガンコな油膜が
ついていると、本来の性能が得られない
事があるので、コンパウンド入り油膜
クリーナー等で落として下地を整えて
ください。
（塗装への傷付き防止及びモールへの
コンパウンド付着防止のためマスキン
グを行ってください。）

2 塗 布

ガラス面を水洗し、完全に乾かして
ください。

ご使用前にボトルをよく振ってください。
専用スポンジのフェルト部に液をとり、
塗り残しのないように塗り広げてください。

（使用量目安：フロントガラス １枚に
対して約25ｍL）

※塗り残しを防ぐため縦横に塗布して
ください。

3 乾 燥
10分乾燥させてください。
（乾燥し始めると白くなります。）

4 拭き上げ

付属の専用クロスで拭き上げてください。

※冬場やガラス表面の温度が低い場合、
拭き上げにくくなる場合があります。
この場合は少量の本液をクロスに
つけて拭き上げてください。

※拭き上げたクロスは十分に水洗いし、
乾かして保管してください。

注記．拭き上げ後、１時間は水や雨がかからないようにしてください。

縦方向

横方向

１目盛り
約25ｍＬ
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●作業上の注意

・保護手袋/保護衣/保護眼鏡/保護面を着用して使用してください。

・塗りムラが発生したり、拭き取りにくくなるので、本剤を塗布したままの状態で長時間放置

しないでください。

・ガラス面以外の塗装面やゴム等には絶対に使用しないでください。

液がついた場合はすぐに水で洗い流すか水で湿らせたタオル等で拭き取ってください。

・ワイパーブレードが劣化していたり、ワイパー圧力が強い場合は、ワイパーがビビる恐れが

あるので、点検し、不良の場合は交換してください。

●施工できない車

・プラスチック製ガラス及び超撥水ガラス、親水ガラスには使用しないでください。

・樹脂加工（表面鏡）のサイドミラーには使用しないでください。

●液剤保管

・保管の際は、密栓し、直射日光の当たる所や40℃以上になる所を避け、通気の良い冷暗所に

施錠して保管してください。

・火気に近づけないでください。

・開封後は、できるだけ早くご使用ください。

・内容物/容器を都道府県知事の許可を受けた廃棄物処理業者に委託し廃棄してください。

●作業環境・作業条件

・換気の良い場所で使用してください。

・炎天下やガラス表面が熱い時には使用しないでください。
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